施設処遇会議　議事録

と　き：H18.5.1　13:40～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：秋山Ｇ.Ｏ.M　清水Ｇ.Ｏ.M　佐々木・山田・

　　　　　　　　　山口・金澤・小坂・坂本

（欠席者：C.E.O・江刺家I.O.O・壬生G.O.M・小田・

長谷部・小松・四戸）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：佐々木

議題

１：中居松男様（青山荘入所者様）の処遇について

２：稲垣ふき様（青風荘入所者様）の処遇について

３：松永勘五郎様（青明舎利用者様）の処遇について

１：中居松男様（青山荘入所者）の処遇について

病名：統合失調症　合併症：前立腺肥大症

　＜問題点＞

1 保護者の父親が高齢である。

介入方法→・義弟の協力を得る事の必要性を本人と確認。家族に連絡し、話し合いの場を持つ。

　・何かあれば自分で連絡が取れるよう、自宅に連絡する事を促す。

②　緊急時に一人で対処しようとすることがあり、周囲に相談しない事がある。

介入方法→・退所の条件として、病状悪化時に正しい対処が出来る事が必要な事を説明。本人は「きちんと職員に相談します。」と話す。

　　　　　・デイケア、青明舎、外来と連携を図りながら本人の状態観察を行っていく。

＜評価＞

　生活場面での問題は特にない。主治医と話し合い、アパートでの生活を予定しているが、今後、訪問看護や関係施設のフォローが必要ではないか。金銭的な面での心配は無いが、高齢の父に代わる保護者の調整を早急に行う必要がある。

２：稲垣ふき様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 頻回に中途覚醒があり、昼夜逆転の生活となる。

　介入方法→・日中に居眠りをしないよう、活動を促す。また、気になる事がある場合は、その都度話を聞いて解消できるようにする。

　②　身体的な訴えや妄想的な訴えが多い。（痒い・痛い・頭がフラフラする・のどが変だ等）

介入方法→・訴えがある場合は十分に話を聞く。

　③　一方的に話し掛け、内容が噛み合っていない。（自分でも何を話しているのか分からなくなっている。）

介入方法→話を良く聞き、その都度分かりやすい表現で順序立てて納得できるような説明を繰り返し行う。

　＜評価＞

　　入院中と入所後も病状はあまり変わらず、物事を自分で決め付け他者の意見には耳も貸さない。今後も施設対応が必要な方と考えられる。本人の子どもは消息がつかめず、連絡も取れない状態。出た課題をその都度対応しながら解決していく必要がある。問題点、介入方法については継続して様子を見ていく。

３：松永勘五郎様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

1 栄養の偏りがあり、体調不良時に自分から訴える事が上手く出来ない。

介入方法→・標準体重以下になった場合は食事サービスを利用する事を本人と話し合っていく。グループホーム訪問し、安否確認を行う。

2 お金の貸し借りについて

介入方法→・金銭の貸し借りによるリスクについて説明する。

＜評価＞

食事は現在、朝・昼はパンを購入し食べ、夕食はナイトケアで食べる。夏になると食事が

とれなくなり、体調を崩しやすい方であるため、主治医へ相談し青山荘で食事を取れるよう

促していく。ナイトケアでの様子と定期的に体重の変動を確認する。

